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昨年度より、当研修センターでは、第 20次研究として「子どもを主語にした主体的・対話的

で深い学びの実現」を目指し、研究内容を前述の１、２に分けて実践研究を進めることとした。

今年度はその２年次であるため、１年次研究の成果と課題を踏まえながら、以下のように研究

内容を定めることとした。 

１ 児童生徒の思考に沿った単元デザインの工夫 

⑴ 児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し   

⑵ 児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択の機会と学び合い   

⑶ 児童生徒が学びの価値を感じる振り返り 

２ 児童生徒の深い学びを促す教師の働きかけ 

⑴ 教科の特質を生かした発問   

⑵ 思考を束ねる可視化の手立て 

 

１ 児童生徒の思考に沿った単元デザインの工夫 

 第 20次研究では、総則が示す「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた６つの留意点の

うち、特に（エ）の「１回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく、単元や題材な

ど内容や時間のまとまりの中で、学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか、グループな

どで対話する場面をどこに設定するか、児童生徒が考える場面と教師が教える場面をどのよう

に組み立てるかを考え、実現を図っていくものであること」に着目した。本研究では、単元全

体を一つの学習のまとまりとして捉え、その中に「単元の課題設定と見通し」「自己決定・自己

選択」「単元レベルの振り返り」を効果的に位置付けることで、学びの質を高める実践を重ねて

きた。 

１年次の実践を通じ、「子どもを主語にした学

び」を実現するためには、単元全体を構造的にデザ

インすることの重要性が再認識された。これを受

け、２年次となる今年度の研究内容１においては、

前年度の方針を継承しつつ、以下の２点に重点を

置いて改善を図ることとした。 

第一は、「指導者の意図の明確化」である。「子ど

もを主語にする」ことは、単に児童生徒が自由に活

動することではない。授業者が児童生徒の実態を

出発点とし、育成を目指す資質・能力を目標とし

て明確に据えた上で、学習内容を計画的に組み立

てる（デザインする）ことが肝要である。今年度

は、本研究で使用する指導案の様式についても改
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良し、各授業者のねらいを単元計画や本時の学習の流れの中でより明文化することで、意図的

な手立ての構築を目指した。 

第二は、「児童生徒の活動プロセスの再整理」である。前年度の成果を基盤としつつ、児童生

徒がより主体的に、かつ思考を深化・再構築できるよう、単元内に位置付ける３つの活動（「課

題設定と見通し」「自己選択と学び合い」「振り返り」）を整理し、さらなる質的な向上を図っ

た。 

以上の視点に基づき、改めて児童生徒の思考に沿った単元レベルでの指導・評価計画の工夫

を推進し、以下の３点について研究を進めた。 

⑴ 児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し 

児童生徒が、実生活や社会とつながりのある具体的な活動や体験を行うことは、意欲的で前

向きな学習者へと変容させる契機となることは前研究でも立証された。また、教科の本質とな

るような「大くくりな問い」を設定することで、児童生徒は各教科の見方・考え方を、自然に

働かせることができた。今年度は単元の導入場面で、児童生徒にさらに質の高い課題と向き合

わせ、解決の過程そのものを充実させることを目指す。「質の高い課題」の要素には以下のもの

が考えられる。 

第一に、「全児童生徒の学習意欲を喚起するもの

であること」である。単元の学びの中で最も重要な

のは、「課題を解決・達成したい」という内発的な

動機付けである。教科に対する苦手意識や自信の有

無に関わらず、すべての児童生徒が「解決・達成し

たい」と思える課題設定が、学びの第一歩となる。 

第二に、「既習の知識や技能、生活経験との連続

性があること」である。これまでの経験や獲得した

知識を手掛かりとすることで、学びを開始する時点

では困難な課題に対しても、解決の見通しがもてる

ようになり、さらに一歩学びを進めることができる

と考える。 

第三に、「自己選択の余地が含まれていること」である。自ら問いを立て、学び方を選択する

機会を保障することは、主体的な学びを成立させるために不可欠な要素である。 

第四に、「検証・探究が可能であり、持続性があること」である。試行錯誤を繰り返しながら

検証できる余地があり、単元の終末まで探究する意思を維持し続けられるような「探究しがい

のある課題」であることが求められる。 

また、児童生徒が自律的に学びを進めるためには、単元において、自分がどのように学習を

進めるかというイメージを具体的にもつことが不可欠である。目指すべき姿（ゴール）と、そ

こへ至る道筋（プロセス）を把握することで、困難そうに見える道のりも達成可能なものと認

識でき、学習がより能動的なものになると考えられる。具体的には、「単元全体を俯瞰する見通

し」と「１単位時間ごとの見通し」を適切に設定することである。この二重の見通しを構造化

することで、個別の知識・技能がバラバラに習得されるのではなく、互いに関連付き、連続性

のある学びとして再構築されることが期待できる。 
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⑵ 児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択の機会と学び合い 

１年次の研究では、児童生徒が自らの意思で学習内容や方法を決定する「自己決定・自己選

択」において一定の成果が見られた。一方で、「何を、どの程度まで児童生徒にゆだねるべきか」

という、授業者の意図的なデザインの深まりに課題を残した。 

また、「必要感のある学び合い」についても、ジグソー法等の手法（エキスパート活動）によ

る情報の関連付けには成果があったものの、一部で対話すること自体が目的化し、本来の目的

である資質・能力の育成への到達が不十分となる場面も見受けられた。 

これらの課題を踏まえ、２年次となる今年度は、児童生徒が「何を学ぶか（内容）」「どのよ

うに学ぶか（方法）」「どの立場から考えるか（視

点）」という多面的・多角的な観点から、児童生徒

が自己選択することができる機会を設定した。 

さらに、選択によって生じる考えの多様性を意

図的に創出することで、他者の視点を取り込み、

自らの学びを更新する対話の必然性を生み出し、

自己選択と学び合いを一体的に深めていくことを

ねらいとする。 

実践にあたっては、自己選択や学び合いそのも

のが目的化しないよう、単元及び本時で育成を目

指す資質・能力を授業者が明確にする。資質・能

力を身に付けるために、「児童生徒にゆだねる範囲

（何を、どの程度か）」や「学び合いの場面・形態・手段（直接の対話や ICT の利用等）」を、

単元全体の構造の中に適切に位置付け、学習を構築していくことに留意した。 

 

 

 

 

 

 

⑶ 児童生徒が学びの価値を感じる振り返り 

振り返りには、学びの価値や成長を実感させ、次の学習への動機付けとなる重要な役割があ

る。１年次研究においては、この振り返りを「単元レベル（マクロの視点）」と「本時レベル（ミ

クロの視点）」の二重構造で捉え、実践を進めてきた。 

具体的には、単元レベルでは、自己の変容を資質・能力の向上と結び付けて自覚させる視点

を与え、本時レベルでは、ICT 機器を活用した振り返りの蓄積や他者参照、教師からの形成的

育成を目指す資質・能力を核とし、「意欲の喚起」「既習との接続」「自己選択の余地」「検

証・探究の持続性」等を意識した質の高い課題を設定する。 

授業者と児童生徒、あるいは児童生徒同士で見通しを共有し、「目指すべき姿」と「学習

過程」を明確にすることで、単元の一つ一つの授業をつなぎ、学びを深めていく。 

児童生徒に「内容・方法・視点」の選択をゆだね、教室内に多様な考えを意図的に創出

することで、他者の知恵や考えを必要とする本質的な学び合いを引き出す。 

手法を目的化させず、目指すべき資質・能力から逆算して、児童生徒にゆだねる自己選

択の範囲や学び合いの形態を単元全体の構造の中に最適に配置する。 

第Ⅱ章 



- 10 - 

 

なフィードバックを行うシステムの構築に努めた。これらの取組により、児童生徒が自らの学

習状況を把握し、自己調整を図るための振り返りの機会が整理され、効果的な手法が蓄積でき

たことは一定の成果と言える。 

しかしながら、日々の実践を積み重ねる中で、新たな課題も浮き彫りとなった。 

第一に、本時レベルでの文章表記による振り返りが、児童生徒と授業者の双方にとって時間

的に負荷がかかった点である。振り返りの時間を毎時間設定することにより、本来確保すべき

主活動の時間（自己選択や学び合い等）が圧迫されるという、本末転倒な状況が生じた。 

第二に、振り返りそのものが「手段」から「目的」へと変化し、形骸化してしまう危険性を

見せた点である。一定の視点を与え、習慣化を図ったことで書くことに対する児童生徒の抵抗

感は減ったものの、それが単なる形式的な作業となり、自らの学びを深くメタ認知する質の高

い省察にまで至らない場面も見受けられた。振り返りが形骸化することで、授業者側において

も、記述内容の蓄積に満足し、個々の思考の変容を見極める意図を欠いた形式的な評価に陥る

危険性をはらんでいた。 

そこで今年度は、改めて「自立した学習者」を育成するために、振り返りの在り方を「振り

返りの時間を確保する」という量的な充実から、「児童生徒にとってより価値がある振り返りを

行う」という質的な充実へと転換した。具体的には、授業者が単元デザインに基づき、以下の

３つの観点から振り返りを再デザインする。 

第一に、「時（タイミング）」の吟味である。毎時

間必ず振り返りの場を設定するのではなく、単元の

中での重要な場面、単元の課題が達成される単元終

末はもちろん、思考の分岐点、葛藤が生じる場面で、

意図的に振り返りの場を設定する。 

第二に、「内容」の整理である。単に「できた・で

きない」を問うのではなく、研究内容１-(1)の課題

設定や研究内容１-(2)の自己選択と連動させ、自分

の学びのプロセスをどうメタ認知させるか、授業者

が振り返りの意図を明確に設定する。 

第三に、「方法（ツール）」の選定である。単元を

通した学びの軌跡を可視化する「１枚ポートフォリ

オ」や、瞬時の思考共有を可能にする ICT 機器など、目的に応じて最適な手段を使い分ける。 

このように、振り返りを「書かされる活動」から、「自らの学びを調整するための時間」へと

変容させることは、授業時間の最適化を図るだけでなく、児童生徒が自律的に「今の自分」を

落ち着いて見つめ直す機会を生み出すことにつながると考えた。 

研究内容１-(3)の最大のねらいは、振り返りを通して児童生徒が自らの確かな成長を実感し、

「学ぶことそのものの価値」に自ら気付くことにある。 授業者が意図的に「成長の分岐点」で

振り返りを設定することで、児童生徒は「以前の自分」と「現在の自分」との差異を鮮明に捉

え、自らの資質・能力の向上をメタ認知的に自覚することができる。 

この「自らの学びを価値付ける経験」の積み重ねこそが、教員の指示を越え、家庭学習を含

めたあらゆる場において自律的に学び続ける「真に自立した学習者」への成長を促す原動力に

なると考える。 
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２ 児童生徒の深い学びを促す教師の働きかけ 

 １年次では、総則に示された「習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質

に応じた『見方・考え方』を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情

報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造

したりすることに向かう」をよりどころに、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働か

せながら、以下の４つの視点で学びを進める姿を「深い学び」として位置付けて研究を進めた。 

① 既習内容や経験と関連付けてより深く理解すること 

② 情報を基に思考して、それぞれの考えを構築すること 

③ 課題意識を高め、問題を見いだし、それを解決しようとすること 

④ 思いや考えを基にして、新たな考えや意見、作品等を創造すること 

今年度は、これら「深い学び」の状態へ児童生徒を導くための教師の能動的な関わりを「深

い学びを促す働きかけ」と定義した。児童生徒の深い学びを「未知なる深海へ潜っていくこと」

に例えるならば、目指すべき資質・能力は「深い海に眠る宝」であり、教師の役割は児童生徒

がより深く、確信をもって潜り続けられるよう支援するガイドである。教師というガイドの適

切な支援を受けながら、児童生徒はより深く潜り、より質の高い「宝」をより多く獲得してい

く。 

この「深い学びを促す働きかけ」は、授業と

いう１単位時間（点）の工夫に留まるものでは

ない。学びが深まるほど、多面的・多角的な思考

が求められ、考えるべき内容が複雑さを増して

いく。そんな複雑な思考の中でも、児童生徒が

自律的に深く学び続けるためには、単元導入か

ら終末に至るまでの「単元全体を通した線的な

デザイン」が不可欠である。そこで、学習指導

案における単元の指導計画の中に、「発問」と「可

視化の手立て」について記述し、さらに「ねら

い」と「具体的な手立て」を明文化することと

し、授業者が単元全体を見通した上での意図的

かつ計画的な学習展開の構築を目指した。 

具体的には、暗い深海で進むべき道を照らし、児童生徒が思考を深めていくことを加速させ

る「発問」と、単元を進める中で深さを増していく学びの中でも自分を見失わず思考を維持・

再構築するための装備としての「可視化の手立て」の２点に重点を置き、研究を進める。 

 

 

教師が明確に意図をもって、振り返りの「時」、「内容」、「方法」を吟味することで、児

童生徒が、学んだことはもちろん、自己の成長も感じることができ、学びそのものの価値

も深めることにつながる。 
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⑴ 教科の特質を生かした発問 

１年次研究においては、発問を「児童生徒の思考を促す教師からの幅広い働きかけ」と広く

定義した。これにより、指示やフォローアップを含む授業中の多様な授業者から児童生徒への

声かけを「深い学び」の文脈で捉え直すことができ、授業者の実践の自由度を確保することが

できた。一方で、研究の対象が広くなりすぎ、深い学びを実現するための「鍵となる発問」が

何であったのかという焦点が曖昧になったという課題も残った。 

２年次となる今年度は、この「ブレ」を解消し、より確実に児童生徒の学びを深めるために、

発問の内容やタイミングをさらに吟味し、以下のように再定義した。 

 

① 本研究での発問の定義 

本研究では、発問を「児童生徒が資質・能力を

身に付ける方向へ思考を加速させるための、明確

な意図をもった問いかけ」と定義する。 

一般的な「質問」が、既習事項の確認や情報の

再生を求めるものであるのに対し、「発問」は、暗

い深海で進むべき道を照らし出す「知のサーチラ

イト」としての機能を持つ。もちろん、１回の発

問で資質・能力が直接身に付くわけではないが、

授業者は深い海に眠る資質・能力という「宝」を

常に射程に捉え、児童生徒をそこへ導こうとする

意識をもち続けることが必要である。「発問」の中

には、直接的に課題の達成につながる問いもあれば、児童生徒がいったんまとめた自身の答え

に疑問をもち、さらに多面的に考えることを促すようなゆさぶりの問い、自分の考えだけでな

く他者の視点とのつながりも意識させる問いなど様々なものが考えられる。このような授業者

の発問という「知のサーチライト」によって、児童生徒はさらに学びを深くし、より多くの資

質・能力という「宝」を手に入れることができる。 

 

② よりよい発問の視点 

 発問の質を向上させ、児童生徒の思考を確実に

「促す」ためには、授業者が以下の２点を明確にす

ることが不可欠である。 

第一に、発問の先にある「身に付く資質・能力」

と、それを発揮した際の「児童生徒の姿」を授業 

者が明確に描き出すことである。目指すべき資質・

能力という「宝」の形が不明瞭であれば、発問はね

らいがぼやけ、単なる「質問」になってしまう。 

 第二に、児童生徒の実態把握をもとに、子どもの

文脈に寄り添った発問にすることである。児童生

徒の既習事項や思考の現在地を的確に把握し、児

童生徒の文脈において最も響く「タイミング」と
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「文言」を吟味すること。これにより、授業者の意図的な発問は「子どもを主語にした」問い

へと変容し、児童生徒の自律的な学びを始動させることにつながると考える。 

 

③ 教科の特質を生かすとは 

 本研究において「教科の特質を生かす」とは、教科固有の「見方・考え方」を働かせること

に加え、各教科がもつ「学びの特性」に最適化した発問を構成することを指している。 

例えば、理科や社会科のように単元全体で一つの大きな課題を探究していくことを得意とす

る教科と、一時間ごとの探究サイクルを系統的に積み重ねることを得意とする算数・数学科の

ような教科では、発問が果たすべき役割は異なる。また、座学中心か実技を伴うかといった学

習形態の違いや、概念構築を目指すのか学習方略の洗練を目指すのかといった目的の違いも含

まれる。 

授業者は、教科特有の単元の進め方や資質・能力の性質を十分に吟味した上で、その教科の

深海において最も効果的に機能する「知のサーチライト」を使い分けることが求められる。 

 

 

 

 

 

 

⑵ 思考を束ねる可視化の手立て 

①昨年度の実践の紹介と成果、本研究の立ち上げの経緯 

 本研究において「可視化の手立て」を独立した柱として位置付けた背景には、１年次研究に

おいて各実践者が創意ある工夫を重ねていたという成果がある。昨年度の４名の実践者は、そ

れぞれの教科において「深い学び」を追求する過程で、児童生徒に対して思考を視覚的に捉え

させる手立てに注力していた。 

 具体的には、中学校理科においてクラウドを活用し振り返りの視点を項目化し、蓄積するこ

とで自己の学びを俯瞰させた事例や、別の理科の実践では「１枚ポートフォリオ」を用いて思

考の変遷を自覚させた事例が見られた。また、小学校体育科では既習事項を写真付きで掲示し、

これまでの学びを常に振り返ることができる環境を整備した事例、社会科では異なる視点の意

見を板書上で構造的に配置し共通点や相違点を発見しやすくした事例があった。 

 これらの実践は当初の研究計画に明示されていたわけではないが、「発問によって生じた思

考の断片を、いかにして逃さず資質・能力へとつなぎ合わせるか」という課題に対し、授業者

が導き出した共通の解であった。この「思考の外部化・固定化」というプロセスこそが深い学

びを支える生命線であるとの確信に至り、２年次研究ではこれを「可視化の手立て」として明

確に位置付け、その有効性を検証することとした。 

 

②可視化の手立ての例 

 本研究では、可視化の手立てを以下の３つ視点で整理し、それぞれの機能に応じた活用を図

っている。 

授業者からの発問は、児童生徒の思考を、身に付けるべき資質・能力へと向かわせる能

動的な手立てである。児童生徒の実態に基づいた最適なタイミングで投げかけることはも

とより、教科の特性や単元構造に応じた意図的な設計を行うことで、１単位時間を超えた

単元全体での深い学びの実現へとつなげる。 
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第一に、ICT（クラウド、他者参照ツール等）の活用が考えられる。最大の特徴は、時間と空

間の制約を超えた「他者参照」と「継続的な蓄積」にある。仲間の思考をリアルタイムで共有

し、自らの考えと比較・対照させることで多角的な視点の獲得を促す。また、学びの軌跡を残

すことで、単元を通した「自己の変容」をいつでも振り返ることが可能となる。 

第二に、ワークシートや思考ツール（ポートフォリオ、マインドマップ等）の活用が考えら

れる。個人の頭の中にある流動的な思考を「形」として固定し、構造化するためのツールであ

る。情報を分類したり因果関係を視覚化したりすることで、バラバラな知識を一つの「考え」

へと束ねる手助けをする。単元を通した１枚ポートフォリオなどは、学びの見通しと振り返り

を一体化させる機能をもつ。 

第三に、板書や掲示である。１単位時間の、あるいは単元全体の「思考の全体像」を示す地

図の役割を果たす。立場ごとに意見を構造的に配置する板書は、集団としての学びの到達点を

視覚化する。また、教室内掲示は、既習事項をいつでも参照可能な「外部メモリ」として機能

させ、思考の負荷を軽減させる。 

本研究では、可視化の手立ての目的を、単なる記録に

留めず、児童生徒の「思考を束ねる」ことにあると定義

した。これには以下の二つの視点が含まれている。 

 

① 集団の思考を束ねる 

 児童生徒一人ひとりの気付きや考えを、板書や ICT上

で構造的に配置することで、集団としての思考を一つに

集約する手助けをする。異なる立場の意見を整理して並

べることで、自分一人では見いだすことができなかった

共通点や相違点が浮き彫りになり、個々の気付きをクラ

ス全体の共有財産へと昇華させることが可能となる。 

 

② 個人内の思考を束ねる 

 手元にある膨大な情報を、資質・能力の獲得に向けて整理し、自分なりの「概念」として再

構築する手助けをする。総則に示される「深い学び」の視点に基づき、以下のプロセスを支援

する。 

・「既習内容や経験と関連付けてより深く理解すること」との関連について 

過去の記録を可視化しておくことで、新たな情報を既存の知識のどこに位置付けるべき

かを明確にし、学びの連続性を担保する。 

・「情報を基に思考して、それぞれの考えを構築すること」との関連について 

思考ツール等を用いて情報を「束ねる（構造化する）」ことで、断片的な事実の羅列から、

物事の本質を捉えた「概念」へと整理する力を養う。 

 

 

 

 

児童生徒の思考を可視化する手立ては、断片的な情報の外部化・固定化を通して、個及び

集団の「思考を束ねる」ための足場となるものである。ICT や思考ツール等を活用し、既習

事項との関連付けや情報の構造化を支援することで、児童生徒自らが知識や技能を再構築

し、本質を捉えた「概念」を形成することを実現する。 
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